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第
56
回

昭
和
村
民
文
化
祭

11
月
2
日
・
３
日
に
、
昭

和
村
公
民
館
に
お
い
て
、
第

56
回
昭
和
村
民
文
化
祭
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

館
内
に
は
絵
画
や
書
道
、

陶
芸
な
ど
の
手
工
芸
作
品
が

数
多
く
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

文
化
の
日
の
３
日
に
は
、

同
ホ
ー
ル
に
お
い
て
昭
和
小

学
校
の
学
習
発
表
会
や
芸
能

披
露
な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く

の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

▶
小
学
生
１
年
生
の
劇

「
た
ぬ
き
の
糸
車
」

▲スポーツ民謡愛好会による「花色小唄」▲迫力のある昭和中太鼓
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株
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社

 

東
電
工
業
社

平
成
29
年
11
月
15
日
、
ふ
る
さ
と

納
税 

と
し
て
「
１
０
０
万
円
」
を
寄
付

善
行
表
彰

 

株
式
会
社

 

西
部
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
平
成
29
年
11
月
17
日
、
ふ
る
さ
と
納
税 

と
し
て
「
50
万
円
」
を
寄
付

善
行
表
彰

金
子
建
設
株
式
会
社

平
成
29
年
11
月
17
日
、
ふ
る
さ
と

納
税 

と
し
て
「
１
０
０
万
円
」
を
寄
付

善
行
表
彰

五
十
嵐

邦

一

平
成
29
年
12
月
1
日
、
ふ
る
さ
と

納
税 

と
し
て
「
１
０
０
万
円
」
を
寄
付

平 成 3 0 年 度 昭 和 村 自 治 功 労 者 表 彰 式

11 

月 

3
日
に
行
わ
れ
た
文
化
祭
に
併
せ
、「
平

成
30
年
度
昭
和
村
自
治
功
労
者
表
彰
式
」
が
、
昭

和
村
公
民
館
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

村
長
の
式
辞
に
続
き
、
本
村
の
村
政
に
寄
与
さ

れ
た
方
々
や
、
公
益
の
た
め
寄
付
さ
れ
た
個
人
・

団
体
が
表
彰
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
表
彰
状
と
記
念

品
を
贈
り
ま
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
馬
場
孝
允
さ
ん
が
謝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の
通
り
で
す
。
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農

産

物

品

評

会

11
月
３
日
、
昭
和
村
公
民
館
前
の
テ

ラ
ス
で
農
産
物
品
評
会
「
み
の
り
の
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
行
わ
れ
、
村
内
各

所
よ
り
、
見
事
な
農
産
物
が
数
多
く
集

ま
り
ま
し
た
。受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。
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第
16
回
か
ら
む
し
品
評
会
表
彰
式
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Ａ
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11
月
3
日
の
文
化
祭
に
併
せ
て
、「
第
16
回

か
ら
む
し
品
評
会
表
彰
式
」
が
、
昭
和
村
公
民

館
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

昭
和
村
か
ら
む
し
生
産
技
術
保
存
協
会
の
役

員
の
方
々
が
、「
形
・
キ
ラ
・
柔
ら
か
さ
・
裂

け
具
合
・
強
靭
さ
」
等
を
審
査
し
ま
し
た
。
受

賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。
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幼
年
・
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

防

火

パ

レ

ー

ド

11
月
7
日
に
、
役
場
か
ら
す
み
れ

荘
に
か
け
て
、
幼
年
・
少
年
消
防
ク

ラ
ブ
防
火
パ
レ
ー
ド
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

子
供
た
ち
が
鳴
ら
す
拍
子
木
に
合

わ
せ
て
「
火
の
用
心
」
と
大
き
な
声

を
響
か
せ
、
防
火
に
つ
い
て
の
チ
ラ

シ
を
沿
道
の
方
に
配
り
な
が
ら
防
火

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
パ
レ
ー
ド
後

の
修
了
式
で
、
保
育
所
の
子
供
た
ち

は
「
火
遊
び
は
絶
対
に
し
ま
せ
ん
」

と
大
き
な
声
で
誓
い
ま
し
た
。

放
送
大
学
の
出
前
授
業
開
催

11
月
11
日
・
12
日
の
2
日
間
、

昭
和
村
公
民
館
で
、「
放
送
大
学

福
島
県
昭
和
村
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

２
０
１
８
」
と
し
て
、
放
送
大
学
の

出
前
授
業
が
行
わ
れ
、
教
員
や
多
く

の
生
徒
が
来
村
し
ま
し
た
。

11
日
に
は
、
放
送
大
学
客
員
教
授

の
関
谷
昇
さ
ん
に
よ
る
村
づ
く
り

に
つ
い
て
の
講
演
会
や
、
本
名
教
育

長
の
語
り
に
合
わ
せ
て
音
を
流
す
、

音
の
紙
芝
居
が
行
わ
れ
参
加
し
た

方
の
関
心
を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。
12

日
に
は
、
小
中
学
生
を
対
象
に
楽
器

演
奏
や
、
俗
信
に
つ
い
て
な
ど
様
々

な
授
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

第
6
回
イ
チ
ョ
ウ
ま
つ
り

両

沼

植

樹

祭

10
月
24
日
に
、「
平
成
30
年
度
両

沼
地
方
植
樹
祭
」
が
道
の
駅
か
ら

む
し
織
の
里
し
ょ
う
わ
で
開
催
さ

れ
、
福
島
県
、
林
業
関
連
の
来
賓

の
方
を
お
迎
え
し
た
ほ
か
、
管
内

緑
化
推
進
委
員
、
昭
和
小
学
校
５
、

６
年
生
児
童
の
参
加
の
も
と
、
班

編
成
を
行
い
「
ハ
ナ
モ
モ
」
の
苗

木
を
植
樹
し
ま
し
た
。

10
月
28
日
に
、
交
流
・
観
光
拠

点
施
設
喰
丸
小
で
、
第
6
回
イ
チ

ョ
ウ
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

快
晴
の
青
空
の
も
と
、
喰
丸
地

区
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
ち
ん
ど
ん

屋
」
が
練
り
歩
く
と
、
会
場
は
笑

い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

地
区
の
方
が
出
し
た
出
店
や
、

黄
色
く
色
付
い
た
イ
チ
ョ
ウ
の
木

に
惹
か
れ
、
多
く
の
方
が
訪
れ
ま

し
た
。
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国
道
４
０
１
号

「
博
士
ト
ン
ネ
ル
」
着
工

昭
和
村
と
会
津
美
里
町
を
繋
ぐ

国
道
４
０
１
号
の
新
ル
ー
ト
『
博

士
ト
ン
ネ
ル
』
の
安
全
祈
願
祭
と

着
工
式
が
11
月
21
日
に
小
野
川
地

区
の
水
芭
蕉
ま
つ
り
会
場
で
行
わ

れ
、
県
や
、
会
津
美
里
町
・
昭
和

村
関
係
者
、
工
事
関
係
者
ら
約
70

名
が
出
席
し
工
事
の
安
全
を
祈
り

ま
し
た
。

式
で
は
杉
明
彦
県
土
木
部
長
の

着
工
宣
言
で
代
表
者
が
ボ
タ
ン
を

押
し
、
掘
削
機
が
力
強
く
掘
削
を

開
始
し
ま
し
た
。
２
０
２
０
年
度

ま
で
の
掘
削
工
事
完
了
を
目
標
と

し
て
お
り
、
救
急
医
療
機
関
へ
の

ア
ク
セ
ス
向
上
や
、
交
流
人
口
増

加
に
よ
る
地
域
の
振
興
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

着
工
式
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
村
民
の
皆
様
に
、
改
め
て
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

第
30
回
ふ
く
し
ま
駅
伝

11
月
18
日
、
第
30
回
ふ
く

し
ま
駅
伝
が
行
わ
れ
、
昭
和

村
は
、
7
町
村
の
合
同
チ
ー

ム
「
希
望
ふ
く
し
ま
」
に
参

加
し
ま
し
た
。
昭
和
中
学
校

３
年
生
の
本
名
萩
君
が
、
3

区
の
５
・
8
㌔
の
距
離
を
19

分
10
秒
で
走
り
、
１
年
生
の

齋
藤
愛
理
さ
ん
が
、
15
区
の

３
・
４
㌔
の
距
離
を
15
分
20
秒

で
走
り
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も

素
晴
ら
し
い
走
り
で
、
チ
ー

ム
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

チ
ー
ム
の
総
合
タ
イ
ム
は
5

時
間
47
分
08
秒
で
、
総
合
35

位
の
成
績
と
な
り
ま
し
た
。

博士峠冬期通行止めのお知らせ
博士峠は会津美里町側のトンネル工事区間の幅員が非

常に狭く除雪作業が困難であり、一般車両の安全確保が
難しいことから、下記の日時より冬期通行止めとなりま
す。ご不便をおかけしますが、皆様方のご協力をお願い
致します。

１．冬期通行止め期間
平成３０年１２月７日（金）１３時～ 当分の間

２．通行止めの区間
昭和村側のゲートから会津美里町側のゲートまで ▲トンネルの掘削開始の様子
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              区 分

  部 門

職員数 対前年

増減数

主な増減

理由平成 29 年 平成30 年

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議会 1 1 0
総務 11 11 0
税務 2 2 0
民生 6 6 0
衛生 2 2 0
農林水産 6 6 0
商工 3 4 1 異動（1）
土木 2 2 0
計 33 34 1

教 育 部 門 3 3 0
消 防 部 門 0 0 0
小 計 36 37 1

公
営
企
業
等
会
計
部
門

病 院 5 4 － 1 退職（1）
水 道 1 1 0
交 通
下 水 道 2 2 0
そ の 他 5 5 0
小 計 13 12 － 1

合   計 49 49 0
〔61〕 〔61〕

（1）一般職員給与費の状況（普通会計予算） （平成 30 年 4 月 1 日現在）

区分
職員数 

A

給     与     費 1 人当たり

給料 職員手当 期末・勤勉手当 計 B 給与費 B/A

30 年度
人 千円 千円 千円 千円 千円

37 123,417 18,500 46,653 188,570 5,096

区分 一般行政職
大学卒 高校卒

昭和村 183,400 円 150,400 円
福島県 190,100 円 154,900 円

国 179,200 円 147,100 円

（2）職員の初任給の状況 （平成 30 年 4 月 1 日現在）

30 年度支給割合 加算措置の状況

期末手当 勤勉手当

職制上の段階、

職務の級等によ

る加算措置

昭和村 2.55 月分 1.8 月分

福島県 2.55 月分 1.8 月分

国 2.6 月分 1.8 月分

（4）職員手当の状況 （平成 30 年 4 月 1 日現在）

区  分 給 料 月 額 等

給
料

村長
（624,600 円）

※平成 30 年 4 月 28 日迄
694,000 円

副村長 559,000 円
教育長 527,000 円

報
酬

議長 224,000 円
副議長 183,000 円
議員 165,000 円

期
末
手
当

村長 30 年度 

支給割合

2.95 月分
副村長 2.95 月分
教育長 2.95 月分
議長 30 年度 

支給割合

2.95 月分
副議長 2.95 月分
議員 2.95 月分

（5）特別職の報酬等の状況 （平成 30 年 4 月 1 日現在）

（1）部門別職員の状況と主な増減理由 （各年 4 月 1 日現在）

村職員の給与の実態について、そのあらましをお知らせします。
村職員の給与は、県の制度に準じ、村議会を経て条例で定めることになっています。

村 職 員 の 給 与 は こ の よ う に 支 給 さ れ て い ま す

注） 1 職員手当には退職手当及び児童手当を含みません。
   2 給与費は当初予算に計上された額です。

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比 (％ ) 1 年前の
構成比(％ )

1 級 主事の職務 17 45.9 50.0
2 級 主査の職務 5 13.5 11.1
3 級 主任主査、係長 8 21.6 19.4
4 級 課長相当職 0 0 0
5 級 課長 4 10.8 16.7
6 級 困難な業務を処理する課長 3 8.1 2.8

（3）一般行政職の級別職員数の状況 （平成 30 年 4 月 1 日現在）

村職員の定数管理は
このようになっています

村職員の定数管理の実態についてお知らせします。
村職員の定数は昭和村職員定数条例に定められ、 平成 10 年に策定された
定員適正化計画 （5 年毎に見直し） において管理されています。

注） 1 職員数は一般職に属する職員数です。
  2 〔〕内は、 条例定数の合計です。

注） 給料の （ ） 内は、 独自減額中の金額です。
















